
第 13回新たな地域精神保健医療体制の構築に向けた検討チーム

平成 22年 1¬ 月 25日      1 資料 2-2

保護者制度 日入院制度についての検討 (案 )

(検討チーム第 3R)
1趣旨

○ 『障害者制度改革の推進のための基本的な方向について」(平成22年 6月 29日 閣議決定)

を踏まえ、保護者制度、入院制度のあり方について検討を進める。
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【論点】
(1)保護者に課せられた義務の法的意義とあり方
(2)医療保護入院等入院制度のあり方
(3)そ の他

2第 3Rの検討の体制

○ 第lRのメンバーで実施。
(※ )効果的に検討をすすめるため、ビアスピーカー及び法律等アドバイザーに参加していただく。
(※ )論点を整理し、第3Rの議論に資するため、作業チームを設置。

3検 討の進め方

○ 上記閣議決定のとおり、平成24年内を目途に結論を得ることを目指す。
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点も含めて詳細に分析・検討し、各義務のあり方 (規定の削除可能性等)について検討する。

○ 入院制度のあり方については、それに続いて検討する。

検討チーム第 3R 構成員 (案 )
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